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１ － ２ － １  今 後 の 森 林 施 業 の 方 向 と し て 、 複 層 林 施

業 が 重 視 さ れ て い る が 、 そ れ を 推 進 す る に あ た っ て の

留 意 点 を 述 べ よ  

１ ． は じ め に  

 複 層 林 施 業 は 、 広 義 に は 、 人 工 林 、 天 然 林 を 問 わ ず

２ つ 以 上 の 樹 冠 層 を 持 つ 森 林 の 造 成 を 目 指 す 施 業 と 考

え ら れ る が 、 人 工 林 施 業 に つ い て も さ ら に 、 先 行 植 栽

的 一 斉 二 段 林 、 保 残 木 施 業 、 択 伐 林 に 分 類 さ れ る と 考

え る 。 以 下 。 人 工 林 の 複 層 林 施 業 に 関 す る 考 察 を 論 述

す る 。  

２ ． 二 段 林 施 業  

二 段 林 施 業 に つ い て は 、 昭 和 ５ ０ ～ ６ ０ 年 代 に 様 々

な 試 行 が 行 わ れ た が 、 現 状 を 見 る と 、 下 木 の 成 長 が 概

し て 良 く な く 、 上 層 木 を 現 時 点 で 皆 伐 し て も 、 相 当 の

下 木 の 損 傷 が 見 込 ま れ 、 そ の 後 も 相 当 の 保 育 施 業 が 必

要 に な り 、 林 相 と し て も 単 純 で 、 先 行 植 栽 で 、 土 壌 流

棒 が 防 止 さ れ た 以 外 の メ リ ッ ト は 感 じ ら れ な い 。 今 後

上 層 木 を 択 伐 的 に 伐 採 し 、 択 伐 林 型 に 誘 導 す る こ と が

考 え ら れ る が 、 伐 採 時 に 樹 下 植 栽 し た 場 合 と 、 数 十 年

を 経 過 す れ ば 、 林 型 的 に は 大 差 な い も の と な る と 考 え

る 。  

３ ． 保 残 木 施 業  

 複 層 林 施 業 に 該 当 す る か ど う か 分 か ら な い が 、 以 前

青 森 県 で 見 た ア カ マ ツ の 保 残 木 施 業 が 強 く 印 象 に 残 っ

て い る 。 保 残 さ れ た ８ ０ 年 生 前 後 の ア カ マ ツ の 周 り に
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は 、 １ ０ 年 生 前 後 の ア カ マ ツ 稚 樹 が び っ し り 生 え 、 そ

こ に 、 ブ ル ド ー ザ ー で 搬 出 路 を 開 設 し 、 保 残 し た ア カ

マ ツ を 搬 出 し て い た 。 搬 出 路 は 、 ま た 、 ア カ マ ツ の 稚

樹 に 覆 わ れ 、 間 伐 を 繰 り 返 し な が ら 、 ア カ マ ツ の 高 齢

林 に 変 化 し て い く の だ と 思 う 。 環 境 保 全 に 配 慮 さ れ 、

し か も 、 人 為 の 投 下 が き わ め て 少 な い 。  

自 然 条 件 が 許 せ ば 、 是 非 行 っ て み た い 施 業 で あ る 。  

４ ． 択 伐 林 施 業  

長 所  

① 更 新 に 関 わ る 森 林 の 環 境 変 化 が 緩 や か で あ る  

 常 に 、 あ る 程 度 の 割 合 で 上 層 林 冠 が 存 在 す る た め 、

地 表 面 の 更 新 に よ る 環 境 変 化 が 緩 や か で 、 森 林 土 壌 、

生 物 相 の 攪 乱 が す く な く 、 森 林 の 公 益 的 機 能 の 維 持 、

生 態 系 の 維 持 が 図 り や す い 。  

② 小 面 積 で も 保 続 的 な 林 業 経 営 が 可 能 に な る  

 異 齢 の 樹 木 を 少 な い 面 積 の 中 で 、 生 育 さ せ る こ と が

で き 、 作 業 道 等 の 基 盤 を 充 実 さ せ れ ば 、 小 面 積 で も 連

年 収 入 を あ げ る 林 業 経 営 が 可 能 で あ る 。  

③ 作 業 の 種 類 と 量 が 分 散 し 、 労 務 配 分 の 平 準 化 が 図 ら

れ る 。  

 森 林 の 構 造 が 複 雑 化 し 、 作 業 を 必 要 と す る 時 期 や 場

所 が 細 分 化 さ れ る た め 、 労 働 力 を 時 間 的 空 間 的 に 集 中

的 投 入 す る 作 業 が な く な り 、 少 人 数 で 、 継 続 的 な 労 働

配 分 が 、 可 能 に な る 。  

短 所  



技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

受験番号 

問題番号 

技術部門 

枚 数   枚中   枚 

①  伐 採 作 業 が 複 雑 に な り コ ス ト 高 に な る  

下 木 の 損 傷 を 防 ぐ た め 、 伐 採 搬 出 に 技 術 と 手 間 が 必

要 に な り 、 搬 出 コ ス ト が 割 高 に な る 。  

② 適 切 な 管 理 を 行 う た め に は 、 間 伐 等 き め 細 か な 施 業

が 必 要 で あ る  

植 生 、 光 環 境 が 複 雑 で 、 下 木 の 成 長 に は 、 き め 細 か

で 適 切 な 施 業 が 必 要 で あ り 、 こ の 意 味 で も 、 林 内 を 巡

回 で き る 作 業 路 網 が 不 可 欠 で あ る 。  

５ ． 総 括  

簡 易 作 業 路 網 が 一 般 化 し な い 時 代 、 複 層 林 施 業 は 、

造 成 は で き て も 経 営 は 困 難 な 施 業 で あ っ た 。 そ れ は 、

第 １ に 搬 出 の 困 難 性 で あ り 、 第 ２ に 施 業 を 行 う た め の

森 林 観 察 の 困 難 性 で あ っ た 。  

環 境 保 全 機 能 が 高 く 、 小 面 積 で も 保 続 経 営 が 可 能 な

複 層 林 施 業 は 、 小 規 模 分 散 所 有 の 我 が 国 林 業 に 最 適 な

施 業 で あ る 。 簡 易 作 業 路 網 を 開 設 す る こ と に よ り 、 す

ぐ に ど の 山 で も 、 複 層 林 施 業 へ の 移 行 を 開 始 で き る 。

造 林 コ ス ト が か さ み 、 皆 伐 に よ る 更 新 が 経 済 的 に は ほ

ぼ 不 可 能 に な っ た 現 在 、 こ れ は 、 避 け て 通 れ な い 事 実

で あ る 。 し か し 、 木 材 需 要 の ニ ー ズ と 、 林 業 の 生 産 性

か ら す る と 、 必 ず し も 複 層 林 施 業 が ベ ス ト と は 、 言 い

切 れ な い 。 今 後 と も 、 環 境 に 最 大 限 配 慮 し つ つ 、 時 代

の ニ ー ズ と 効 率 性 を 追 求 し た 、 森 林 施 業 を 検 討 し て い

く 必 要 が あ る 。  
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１ － ２ － ２  現 在 の 山 村 の 状 況 に 照 ら し て 、 木 材 生 産

を 含 む 森 林 の 多 様 な 機 能 の 発 揮 の た め に 誰 が 森 林 管 理

を 担 っ て い く か は 重 要 な 問 題 で あ る 。 今 後 の 森 林 管 理

の 担 い 手 に つ い て 述 べ よ 。  

１ ． は じ め に  

 森 林 を 適 正 に 管 理 し 、 林 業 生 産 を 継 続 し て い く た め

に は 、 担 い 手 の 確 保 が 何 よ り 必 要 で あ る 。 徳 島 県 で も

Ｕ Ｉ タ ー ン を 中 心 に 、 ６ ０ 名 以 上 の 新 規 就 労 者 が 定 着

し 、 一 時 期 の 絶 望 的 な 後 継 者 不 足 か ら は 、 環 境 が か な

り 変 化 し て き た と 感 じ て い る 。 し か し 、 根 本 的 な 問 題

は 、 解 決 し て い な い 。 早 急 な 対 策 が 必 要 で あ る 。  

２ ． 担 い 手 対 策 の 問 題 点  

① 事 業 量 の 確 保 （ 仕 事 の 安 定 化 ）  

 零 細 な 所 有 構 造 と 組 織 化 さ れ な い 森 林 所 有 者 が 最 大

の 課 題 で あ る 。 相 続 問 題 を 含 め 、 き わ め て 不 安 定 な 森

林 所 有 者 の 意 識 を と ら え 、 計 画 的 安 定 的 な 事 業 量 を 確

保 す る に は 、 き わ め て 大 き な 労 力 が 必 要 で あ り 、 残 念

な が ら 、 そ の 能 力 を 持 ち 合 わ せ て い る 事 業 体 は き わ め

て 少 な い 。  

② 技 術 力 の 確 保 （ 事 業 の 効 率 化 ）  

 個 人 差 は あ る が 、 意 欲 的 な Ｕ Ｉ タ ー ン 者 の 技 術 吸 収

能 力 は 、 意 外 に 高 く 、 基 本 的 な 事 項 に つ い て は 、 ほ ぼ

１ 年 で 、 育 成 が 可 能 で あ る 。 し か し 、 そ れ 以 降 の 応 用

課 程 に な る と 、 指 導 者 の 不 足 、 経 験 す る 場 の 不 足 、 機

材 の 不 足 等 に よ り 、 ほ と ん ど 成 果 が 上 げ ら れ て い な い
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気 が す る 。  

③ 収 入 の 確 保 （ 事 業 体 の 収 益 性 ）  

 木 材 価 格 の 低 迷 に 連 動 し て 、 林 業 労 働 収 入 は 、 低 迷

し て い る 。 こ の 改 善 に は ② の 技 術 力 の 向 上 、 ① の 事 業

量 の 確 保 を ベ ー ス と し た 高 性 能 林 業 機 械 の 導 入 、 作 業

路 網 の 開 設 等 に よ る 労 働 生 産 性 の 向 上 が 不 可 欠 で あ る

が 、 そ れ と 同 時 に 、 需 要 拡 大 や 流 通 販 売 加 工 体 制 の 改

善 に よ る に よ る 木 材 価 格 の 下 支 え が 、 必 要 で あ る 。 ま

た 、 年 齢 給 、 生 活 給 的 給 与 シ ス テ ム で な い た め 、 加 齢

や 傷 害 等 に よ る 能 力 低 下 へ の 対 応 や 、 将 来 の 生 活 設 計

に つ い て も 、 全 く 未 知 数 で あ る 。 も っ と も 、 こ の 点 に

つ い て は 、 最 近 で は 、 リ ス ト ラ に お び え る 都 会 の サ ラ

リ ー マ ン の 方 が 深 刻 化 も し れ な い 。  

３ ． 解 決 策  

 環 境 問 題 を 足 が か り と し て 、 森 林 ・ 林 業 に 関 心 を 持

つ 若 者 は 、 確 実 に 進 ん で お り 、 森 林 所 有 者 の 森 林 管 理

意 識 も 一 部 で は 、 向 上 し つ つ あ る 。 環 境 は 、 あ き ら か

に ＋ の 方 向 に 進 ん で い る が 、 抜 本 的 な 問 題 を 解 決 し な

け れ ば 、 担 い 手 の 安 定 的 な 確 保 は 、 半 永 久 的 な 公 的 援

助 抜 き に は 、 難 し く な る 。 し か し 、 現 在 の 政 府 ・ 自 治

体 の 財 政 状 況 か ら は 、 今 後 の 公 的 助 成 の 継 続 が き わ め

て 難 し い 状 況 で あ る 。  

① の 課 題 の 解 決 策  

 現 在 、 森 林 に 関 す る 規 制 法 と し て 保 安 林 制 度 が あ る

が 、 こ れ は 伐 採 を 規 制 す る も の で あ る が 、 施 業 を 奨 励
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す る も の で は な い 。 不 在 村 地 主 対 策 を 含 め る と 、 民 間

努 力 だ け で 、 森 林 所 有 者 を 把 握 し 、 施 業 を 確 保 し て い

く こ と は 不 可 能 に 近 い 。 何 ら か の 形 で 、 森 林 施 業 を 義

務 化 す る よ う な 法 整 備 が 必 要 で あ ろ う 。 し か し 、 早 急

な 法 整 備 は 期 待 で き ず 、 当 面 は 、 地 道 な 、 森 林 所 有 者

と の 接 触 で 理 解 を 深 め て い く し か な い 。 こ の 点 で 、 森

林 組 合 や 昨 年 度 か ら 実 施 さ れ て い る 森 林 整 備 活 動 支 援

交 付 金 制 度 が 、 果 た し て い る 役 割 は 大 き い 。  

② の 解 決 策  

 技 術 力 の 育 成 は 、 収 入 の 確 保 と 安 全 性 の 確 保 の 両 面

か ら 重 要 な 課 題 で あ る 。 林 業 に は 、 ま だ 、 相 当 の 技 術

革 新 の 可 能 性 が あ り 、 生 産 性 の 飛 躍 的 増 大 も 夢 で は な

い 。 そ の た め に は 、 現 場 従 事 者 が 、 常 に 問 題 解 決 と 技

術 向 上 を 図 れ る 環 境 が 必 要 で あ り 、 研 修 や 他 の 従 事 者

と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 機 会 、 林 業 改 良 指 導 員 等 技

術 者 ・ 研 究 者 と の 連 携 が 必 要 で あ る 。  

③ の 解 決 策  

 ① 、 ② の 問 題 を 解 決 す れ ば 、 か な り 改 善 さ れ る が 、

木 材 を 安 定 的 に 利 用 し て い く 社 会 シ ス テ ム の 構 築 は 、

す べ て の 林 業 施 策 に 共 通 し て 欠 く こ と の で き な い 条 件

で あ る 。  

地 球 環 境 の 中 で 、 森 林 ・ 林 業 が 果 た し て い る 役 割 を

説 明 し 、 木 材 の 循 環 利 用 の 資 源 的 な 意 味 と 森 林 の 存 在

の 環 境 的 意 味 の 理 解 を 進 め て い き た い 。  
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１ － ２ － ３  森 林 に は い く つ か の 環 境 保 全 機 能 が 備 わ

っ て い る が 、 そ の う ち の 土 砂 流 出 防 止 機 能 に つ い て 述

べ よ 。  

１ 土 砂 流 出 の メ カ ニ ズ ム  

土 砂 流 出 防 止 機 能 は 、 森 林 の 持 つ 公 益 的 機 能 の 中 で

も 特 に 重 要 な も の の 一 つ で 、 も う 一 つ の 大 き な 役 割 で

あ る 水 源 涵 養 機 能 を 維 持 し て い く た め の ベ ー ス と も な

っ て い る 。  

地 上 に 降 っ た 雨 は 、 樹 木 、 草 本 等 の 遮 蔽 物 が な い 場

合 は 、 ダ イ レ ク ト に 地 表 面 に 落 下 し た 雨 滴 が 、 土 粒 子

の 分 散 、 飛 散 さ せ 、 土 壌 表 面 に 傷 を 作 る 。  

さ ら に 、 土 壌 表 面 の 透 水 性 が 劣 っ て い る 場 合 は 、 雨

滴 は 集 ま っ て 表 面 流 と な り 、 土 壌 を 削 り な が ら 流 れ 、

リ ル 、 ガ リ ー を 形 成 し 、 さ ら に 多 量 の 土 砂 を 流 下 さ せ

て い く 。 集 合 し た 土 砂 を 含 ん だ 流 水 は 、 土 壌 の 破 壊 能

力 が 大 き く な り 、さ ら に 、大 き く 地 表 を 浸 食 し て い く 。  

２ 森 林 の 土 砂 流 出 防 止 機 能  

 閉 鎖 し た 森 林 で は 、 降 っ た 雨 は 、 必 ず 樹 冠 で 捕 捉 さ

れ 、 一 旦 、 運 動 エ ネ ル ギ ー を 失 っ た 上 で 、 さ ら に 表 面

張 力 等 で 支 え き れ な く な っ た も の が 地 表 に 落 下 す る 。

下 層 植 生 が 豊 富 な 場 合 や 複 層 林 を 形 成 し て い る 場 合 に

は 、 さ ら に 数 段 階 、 エ ネ ル ギ ー を 減 衰 さ れ た 上 で 、 地

上 に 到 達 す る 。  

し か も 、 森 林 土 壌 の 上 に は 、 通 常 、 葉 、 枝 、 果 実 や

樹 皮 な ど が 、 ま だ 微 生 物 に 分 解 さ れ な い 状 態 で 、 あ る
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い は 腐 朽 し た 状 態 で 堆 積 し て い る 層 が あ り 、 雨 滴 の 衝

撃 に よ る 浸 食 は ほ と ん ど 発 生 し な い 。  

さ ら に 重 要 な の が 土 壌 浸 透 能 で あ る 。 森 林 の 地 表 は

通 常 森 林 土 壌 で 覆 わ れ て お り 、 森 林 の 土 壌 が ど の 程 度

雨 水 を 浸 透 さ せ る こ と が で き る の か （ 浸 透 能 ） を 調 べ

る た め 、 浸 透 能 試 験 が 過 去 盛 ん に 行 わ れ て き た 。  

こ の 試 験 は 内 径 2 0 c m か ら 3 0 c m の 円 筒 を 地 表 に 差 し

込 み 、 単 位 時 間 当 た り 、 単 位 断 面 積 を 通 過 す る 水 の 量

を 測 定 す る も の で 、 浸 透 能 は 、 降 雨 開 始 直 後 に き わ め

て 大 き な 値 を 示 し 、 そ の 後 急 激 に 減 少 し 、 最 終 的 に 一

定 値 （ 最 終 浸 透 能 ） に 近 づ く 。 試 験 の 結 果 、 森 林 土 壌

の 最 終 浸 透 能 は 一 般 に 2 0 0 m m / h 程 度 の 値 を 示 し て い

る 。 日 本 で は 、 単 位 時 間 当 た り の 雨 量 が 1 0 0 m m / h を 超

え る こ と は あ ま り な く 、 森 林 土 壌 で は 降 雨 強 度 が 浸 透

能 を 超 え て 地 表 流 が 発 生 す る と い う よ う な こ と は 、 き

わ め て 稀 で あ る と 考 え ら れ る 。  

ま た 、 浸 透 能 を 維 持 す る た め に は 、 地 表 面 の 落 葉 層

が 大 き な 役 割 を 果 た し て い る 。 も し こ の 層 が な く 、 雨

滴 が 土 の 表 面 に 直 接 当 た る と 、 雨 滴 の 衝 撃 力 で 土 壌 粒

子 が は ね 飛 ば さ れ 、 細 か い 粒 子 が 土 の 表 面 に あ る 隙 間

を 埋 め て し ま う 。 こ う な る と 、 土 の 表 面 は 水 を 通 し に

く く な り 、 後 か ら 降 っ て く る 雨 は 浸 透 で き ず に 地 表 を

流 れ る よ う に な り 表 面 流 に よ る 土 壌 流 出 が 発 生 す る 。

さ ら に 、 落 葉 層 は 、 土 の 表 面 の 目 詰 ま り が 防 止 し 、 雨

水 の 地 中 へ の 浸 透 を 促 進 す る フ ィ ル タ ー 機 能 も 果 た し
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て い る 。  

森 林 と 裸 地 、 農 耕 地 と に は 、 年 浸 食 土 量 で １ ０ ～ １

０ ０ 倍 の 差 が あ る と い わ れ て い る が 、 こ の 最 大 の 違 い

が 土 壌 浸 透 能 で あ り 、 表 面 落 葉 層 を 含 む 森 林 土 壌 を 持

つ 森 林 の 優 位 性 が 際 だ つ 。  

３ ． 土 砂 流 出 防 止 機 能 の 維 持  

 森 林 土 壌 の 生 成 に は き わ め て 長 い 時 間 が か か り 、 現

在 の 土 砂 流 出 防 止 機 能 は 、 過 去 の 森 林 の 長 い 蓄 積 に よ

り も た ら さ れ て い る と 言 え る 。  

 土 砂 流 出 防 止 機 能 の 維 持 の た め に は 、 貴 重 な 森 林 土

壌 を 流 亡 さ せ な い こ と が 最 も 重 要 で あ り 、 間 伐 等 に よ

り 、 落 葉 等 を 供 給 す る 下 層 植 生 の 維 持 を 図 り 、 土 壌 を

保 護 す る 落 葉 層 を 適 切 に 維 持 し て い く こ と が 必 要 で あ

る 。  

 


